
定　理

　四角形ＯＡＣＢにおいて，辺ＯＡ上に点Ｋ，Ｋ，辺ＢＣ上に点Ｌ，Ｌ，辺ＯＢ上に点Ｍ，Ｍ，
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辺ＡＣ上に点Ｎ，Ｎを
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　　　　ただし，
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となるようにとる。四角形ＯＫＰＭ，ＡＮＰＫ，

ＣＬＱＮ，ＢＭＱＬの面積をそれぞれＳ１，Ｓ２，

Ｓ３，Ｓ４とするとき，

　　　　Ｓ１＋Ｓ３＝Ｓ２＋Ｓ４

が成り立つ。

証　明

　「等分点の定理」から
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が成り立つ。

四角形ＯＡＣＢ，ＰＰＱＱの面積をそれぞれＳ，Ｓとする。

　　　　△ＯＫＭ＝△ＯＡＢ，　△ＣＬＮ＝△ＣＢＡ
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これらから
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同様にして，Ｓ２＋Ｓ４についても同じ式が得られる。　　　　　　　　　　　　　（証明終）


